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　あ と が き

本誌は 1928年に久保猪之吉
によって「耳鼻咽喉科」とし
て創刊され，1988年に「耳鼻
咽喉科・頭頸部外科」と改題
いたしました。

編集顧問　　　　　　　　　　　　　編集委員
佐々木　好久　　八木　聰明　　　　　吉原　俊雄
曽田　豊二　　　竹中　洋　　　　　　小川　郁
坂井　真　　　　　　　　　　　　　丹生　健一

　2014年はさまざまな出来事がありましたが，あっという間の 1年と感じられた先生も多いことと思います。年
齢的な感覚からくるものか，取り巻く環境・社会の変化が激しいことによるものか，あるいはその両者によるも
のなのかもしれません。
　12月には未来に向けてハヤブサ 2号が打ち上げられました。この計画に携わった多くの設計者・技術者、事
務的・経済的支援に従事した人、細かい部品作製にかかわった職人の英知の結晶といえます。テレビでネジを
はじめとする材料・部品を手作業でつくる町工場が紹介されていましたが，まさにクールジャパンの真骨頂で
しょう。日本の匠の技が，われわれの伝統として次世代に続いていくことが期待されます。
　さて，本誌 1月号は年の初めにふさわしい企画となっています。すべてが必ずしも日本 originではありませ
んが，これからの期待される医療機器の紹介と解説が中心です。「新しい治療機器」というテーマで，以下の著
者による内容がまとめられています。工　穣先生による「人工中耳・人工内耳」，野口佳裕先生による「BAHA」，
高橋真理子先生による「耳鳴治療器付き補聴器」，西村忠己先生による「軟骨伝導補聴器」，五島史行先生による
「中耳加圧治療器メニエット」，二井一則先生による「中耳内視鏡手術機器」，朝子幹也先生による「副鼻腔高圧
洗浄器ハイドロデブリッダー」，鴻　信義先生による「マイクロデブリッダーによる下鼻甲介粘膜手術」，吉崎智
貴先生による「マイクロデブリッダー法によるアデノイド切除」，守本倫子先生による「コブレーターによる扁桃
摘出術」，笠井　創先生による「コブレーターの外来診療における使用」，崎谷恵理先生による「唾液腺内視鏡」，
齋藤康一郎先生による「経皮的気管切開キット」，福島啓文による「プロヴォックス」，冨藤雅之先生による「FK
リトラクター，FK-WOリトラクター」，古田　康先生による「Colorado MicroDissection Needles」，酒井昭博先
生による「エナジーデバイス」，安里　亮先生による「ネオベール（創傷被覆材）」とさまざまな領域で発展が期
待される機器が網羅されており，ぜひご一読いただければと思います。
　最後にあらためて，本誌を愛読されている先生方にとりまして、2015年が良い年でありますよう祈念いた
します。 （吉原俊雄）
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